
【特集】研究者から見た「徳之島のとくにすごいところ」
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徳之島の
すごいところ

世界的にも非常に貴重な自然がみられる徳之島。
その中でも徳之島の「とくに」すごいところを、

「※野生動物の研究者の視点」からご紹介します。

徳之島のナメクジは奄
美 大 島 の ナ メ ク ジ よ り
大きく、しかもたく
さ ん い ま す。 な ぜ
大きくてたくさん
いるのか、全くわ
かっていません。

『アマミハナサキガエルがデカい！』
奄美大島のものよりずっと大きい徳之島のアマミアハナキガエル。実は奄美大島には「オットンガエル」

がいますが、徳之島にはいません。そのぶん、徳之島のアマミアハナキガエルは大きなエサをたくさん食
べることができ、体が大きくなったということが研究で明らかになってい
ます。（この研究が載った国際学術誌の表紙を「徳之島の大型アマミハナ
サキガエル」が飾りました。）

※本記事は、令和元年 12 月 7
日に行われた「世界自然遺
産シンポジウム in 徳之島」
での亘氏の基調講演「みん
なで残したい！徳之島の自
然のすごいところ！」をも
とに、氏のご協力を得て作
成しています。

亘 悠哉
国立研究開発法人 森林研究・整備機構
 　　森林総合研究所　主任研究員 氏

『世界中で徳之島にしかいない生き物がいる』
トクノシマトゲネズミ、オビトカゲモドキ、トクノシマエビネ、トクノシマカンアオイ、

トクノシマテンナンショウなど、世界中で徳之島にしかいない希少な
０その

1その

２その

わたり　  ゆうや

とくに
研究者からみた

ここが
 すごい！

ここが
 すごい！

ここが
 すごい！

『ナメクジが
　　デカい！』

生き物たちが生息しています。

トクノシマトゲネズミ
オビトカゲモドキ

トクノシマエビネ
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『イボイモリが多い！』
非常に原始的な形をしているイボイモリ。徳之

島のほか奄美大島、沖縄島にいますが、徳之島
のイボイモリはとくに数が多い！奄美大島や沖縄島にはたくさん
いる「シリケンイモリ」が徳之島だけにはなぜかいないことが理
由とも言われていますが、この謎を解き明かした人はまだいません。

『ランが多い！』
徳之島には他の島ではみられないほど木に着

生するランがたくさんあります。どうして徳之
島だけランが多いのか、これもまだ謎のままです。

また徳之島の山奥には着生ランだけでなく、オナガ
エビネやツルランなど、地上にもたくさんのランがあり、

一面がランの花で埋め尽くされるような場所もあります。

『リュウキュウテング
　　コウモリが多い！』

絶滅危惧種のリュウキュウテングコウモリ。徳之島、
奄美大島、沖縄島に生息し、中でも徳之島に一番多くい
ます。このコウモリ、「どこで寝ているのか」がまったくわ
かっていませんでしたが、徳之島で初めて「枯葉がぶら下がっている
隙間で暮らし、夜になると外へ出て行く」ことが明らかになりました。

南西諸島の島々にあり、日本一大きなドングリ
をつける木であるオキナワウラジロガシ。奄美大島の山ではあま
り見られませんが、徳之島は特に多く、山には大群落が見られます。
巨木も多く育ち、非常に発達した板根が見られます。

『渓谷がすごい！』
徳之島は山の自然環境も貴重ですが、険しい渓

谷にも貴重な生態系があります。渓流の岩の
隙間などに生えているコケタンポポは、徳
之島と奄美大島、沖縄島、西表島、そして
近い仲間の種類はオーストラリアにしかな
いという不思議な植物。中でも徳之島のコ

ケタンポポはすごい密度で生えています。

３その
ここが
 すごい！

５その
ここが
 すごい！

４その
ここが
 すごい！

『オキナワ
　ウラジロガシ　　　　　　　　
　　の大群落！』６その

ここが
 すごい！

７その
ここが
 すごい！

カシノキラン

シコウラン

フウランと
ボウラン

徳之島のすごいところを、 みんなで見つけていきましょう！

イボイモリ

リュウキュウテングコウモリ

【11 匹がひとつのねぐらに】

コケタンポポ

【恐竜のような形の巨大な板根】
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生涯学習推進大会で活動発表した中高生たち 舞踊や英会話、着付けなど様々な講座が発表

令
和
元
年
度
徳
之
島
町
生
涯
学
習
推

進
大
会
・
生
涯
学
習
フ
ェ
ア
が
１
月
19

日
、
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
ま

し
た
。

開
会
行
事
で
は
町
社
会
教
育
功
労
者

等
表
彰
、
青
少
年
育
成
町
民
会
議
絵
画

コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
、
公
民
館
講
座
修
了

証
書
授
与
が
あ
り
、
修
了
証
書
授
与
で

は
受
講
者
を
代
表
し
て
木
工
教
室
の
中

林
み
ゆ
き
さ
ん
に
修
了
証
書
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

生
涯
学
習
推
進
大
会
で
は
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
教
育
事
業
、
中
学
生
国

際
交
流
事
業
に
参
加
し
た
本
町
の
中
高

生
が
職
業
体
験
や
異
文
化
交
流
の
活
動

内
容
を
発
表
。

生
涯
学
習
フ
ェ
ア
で
は
、
三
味
線
や

舞
踊
、
英
会
話
な
ど
20
の
公
民
館
講
座

教
室
が
舞
台
発
表
し
、
絵
画
や
陶
芸
な

ど
10
教
室
が
展
示
の
部
で
力
作
を
披
露

し
ま
し
た
。

今
年
度
の
公
民
館
講
座
は
29
の
講
座

が
開
か
れ
、
延
べ
４
６
５
人
が
受
講
。

う
ち
３
０
２
人
が
修
了
し
、
皆
勤
者
は

88
人
で
し
た
。

町
社
会
教
育
功
労
者
等
表
彰
の
被
表

彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
町
社
会
教
育
功
労
者
等
表
彰
】

幸
田
隆
久
（
町
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

吉
田
サ
エ
ミ（
町
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
）

幸
多
米
子
（
町
文
化
協
会
）

東
博
光
（
町
文
化
協
会
）

治
井
春
代
（
町
文
化
協
会
）

生
涯
学
習
推
進
大
会
＆
フ
ェ
ア
で
学
び
の
成
果
を
発
表

優秀農家として表彰された德富さん（写真中央） 1976 年から現在まで多年にわたり明るい選挙を推進

「
第
４
回
奄
美
か
ん
き
つ
振
興
大
会

（
奄
美
群
島
農
政
推
進
協
議
会
主
催
）」

が
１
月
18
日
、
奄
美
市
で
あ
り
、
徳
之

島
柑
橘
生
産
組
合
の
德
富
フ
ミ
エ
さ
ん

（
79
）
＝
尾
母
＝
が
優
秀
農
家
と
し
て

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
德
富
さ
ん
は
徳
之

島
及
び
奄
美
群
島
の
品
評
会
で
多
数
の

表
彰
歴
が
あ
り
、
平
成
22
年
に
は
環
境

に
や
さ
し
い
農
業
実
践
者
で
あ
る
エ
コ

フ
ァ
ー
マ
ー
に
認
定
。
平
成
31
年
１
月

に
か
ご
し
ま
の
農
林
水
産
物
認
証（
Ｋ-

Ｇ
Ａ
Ｐ
）
を
取
得
し
て
い
ま
す
。
ま
た

同
会
で
は
徳
之
島
柑
橘
生
産
組
合
の
是

枝
純
一
会
長
が
同
組
合
の
Ｋ-

Ｇ
Ａ
Ｐ

認
証
の
事
例
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

徳
之
島
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

委
員
の
中
野
高
子
さ
ん
（
82
歳
・
母

間
）
へ
総
務
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
授
与

さ
れ
、
１
月
14
日
、
町
役
場
で
伝
達
式

が
あ
り
ま
し
た
。

中
野
さ
ん
は
昭
和
51
年
（
１
９
７
６

年
）
に
同
委
員
に
選
出
。
平
成
18
年
か

ら
30
年
ま
で
の
12
年
間
は
同
委
員
長
と

し
て
職
務
に
あ
た
り
、
現
在
も
委
員
と

し
て
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
元
年

は
衆
議
院
議
員
選
挙
法
が
交
付
さ
れ
て

か
ら
１
３
０
周
年
に
あ
た
り
、
中
野
さ

ん
は
40
年
以
上
に
わ
た
る
多
大
な
功
績

が
認
め
ら
れ
て
の
総
務
大
臣
感
謝
状
授

与
と
な
り
ま
し
た
。

德
富
さ
ん
、
奄
美
か
ん
き
つ
振
興
大
会
で
優
秀
農
家
表
彰

中
野
さ
ん
、
明
る
い
選
挙
推
進
で
総
務
大
臣
感
謝
状
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２部構成で全 14 曲を披露植付け面積 315 ヘクタールへ向け頑張ろう三唱
「
海
上
自
衛
隊
佐
世
保
音
楽
隊
ふ
れ
あ

い
コ
ン
サ
ー
ト
Ｉ
Ｎ
徳
之
島
（
徳
之
島

三
町
主
催
）」
が
１
月
26
日
、
町
文
化

会
館
で
あ
り
ま
し
た
。
コ
ン
サ
ー
ト
は

昼
夜
２
回
公
演
。
29
名
の
隊
員
が
「
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
マ
ー
チ
」「
西
郷

ど
ん
メ
イ
ン
テ
ー
マ
」「
星
に
願
い
を
」

な
ど
の
多
彩
な
曲
目
で
観
客
を
魅
了
し

ま
し
た
。
ま
た
、
来
春
に
航
空
自
衛
隊

に
入
隊
予
定
で
元
音
楽
部
の
里
山
ほ
づ

み
さ
ん（
徳
之
島
高
校
３
年
生
）も
サ
ッ

ク
ス
演
奏
で
ゲ
ス
ト
出
演
。
コ
ン
サ
ー

ト
の
最
後
は
「
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
」「
行

進
曲
『
軍
艦
』」
の
勇
壮
な
ア
ン
コ
ー

ル
演
奏
で
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

サ
ト
ウ
キ
ビ
春
植
え
推
進
出
発
式

（
町
糖
業
振
興
会
主
催
）
が
２
月
３
日
、

町
役
場
駐
車
場
で
あ
り
ま
し
た
。
今
期

の
サ
ト
ウ
キ
ビ
は
天
候
に
恵
ま
れ
例
年

よ
り
糖
度
は
高
い
も
の
の
、
収
穫
量
は

伸
び
悩
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。
参
加
し
た
約
70
人
の
関
係
者
は
、

生
産
面
積
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
春

植
え
目
標
面
積
３
１
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

達
成
す
る
た
め
「
頑
張
ろ
う
」
三
唱
で

気
勢
を
上
げ
ま
し
た
。
春
植
え
推
進
事

業
と
し
て
防
除
薬
の
購
入
助
成
、
増
産

基
金
事
業
で
の
堆
肥
や
肥
料
助
成
、
ド

ロ
ー
ン
に
よ
る
農
薬
散
布
助
成
事
業
等

が
行
わ
れ
ま
す
。

海
上
自
衛
隊
佐
世
保
音
楽
隊
、
多
彩
な
演
奏
で
魅
了

キ
ビ
栽
培
減
少
に
歯
止
め
を
、
春
植
え
推
進
出
発
式

午前中いっぱいかけて樹木を伐採・剪定

１
月
19
日
、
母
間
青
年
団
の
有
志
が

集
い
「
花
時
名
展
望
台
」
の
美
化
清
掃

作
業
を
行
い
ま
し
た
。
花
時
名
展
望
台

の
土
地
は
平
成
18
年
に
吉
澤
義
栄
、
エ

イ
さ
ん
が
町
に
寄
贈
。
母
間
地
区
花

時
名
集
落
の
町
並
み
や
里
久
浜
、
加
計

呂
麻
島
が
眺
望
で
き
ま
す
。
美
化
清
掃

作
業
に
は
約
15
名
が
参
加
し
、
鎌
や

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
手
に
遊
歩
道
の
樹
木

を
伐
採
。
同
展
望
台
は
翌
２
月
に
行
わ

れ
る
「
母
間
桜
ま
つ
り
」
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ス
と
な
っ
て
お

り
、
同
青
年
団
員
は
「
展
望
台
か
ら
見

え
る
景
色
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
、
母
間

の
魅
力
が
伝
わ
れ
ば
」
と
話
し
ま
し
た
。

花
時
名
展
望
台
、
母
間
青
年
団
有
志
が
美
化
作
業

小規模の小中併設校の利点を活かし研究を実施

手
々
小
中
学
校
が
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

優
良
学
校
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
表
彰

を
受
け
、
１
月
27
日
、
町
役
場
で
表
彰

伝
達
式
が
あ
り
ま
し
た
。

手
々
小
中
学
校
は
、
平
成
29
・
30
年

度
に
県
指
定
研
究
協
力
校
と
し
て
小
中

学
校
９
年
間
を
見
通
し
た
キ
ャ
リ
ア
教

育
の
在
り
方
に
つ
い
て
研
究
。
小
学
校

で
は
わ
れ
ん
き
ゃ
ガ
イ
ド
（
ま
ち
あ
る

き
ガ
イ
ド
）
を
、
中
学
校
で
は
職
業
体

験
や
手
々
ヘ
ル
パ
ー
隊
（
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
）
を
中
核
に
、
児
童
生
徒

の
社
会
的
・
職
業
的
自
立
の
た
め
に
必

要
な
能
力
等
を
育
て
る
キ
ャ
リ
ア
教
育

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

手
々
小
中
学
校
が
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
文
部
科
学
大
臣
表
彰
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参加者に熱心に指導する大山さん 警視庁の警察官として長年にわたり尽力

元
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
日
本
代
表
の

大
山
加
奈
さ
ん
に
よ
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

教
室
（
町
・
町
教
育
委
員
会
・
徳
之
島

ス
ポ
ー
ツ
ア
イ
ラ
ン
ド
推
進
協
会
主
催
）

が
２
月
11
日
、
町
体
育
セ
ン
タ
ー
で
あ

り
ま
し
た
。
教
室
は
中
高
生
向
け
と
小

学
生
向
け
で
時
間
帯
を
分
け
、
徳
之
島

３
町
の
子
ど
も
達
を
対
象
に
実
施
。
動

体
視
力
や
広
い
視
野
を
鍛
え
る
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
な
ど
を
指
導
し
ま
し
た
。

ま
た
同
日
夜
に
は
「
夢
に
向
か
っ
て
」

と
題
し
町
文
化
会
館
で
講
演
会
が
あ
り
、

大
人
が
子
ど
も
の
未
来
を
守
る
こ
と
、

夢
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
伝
え
ま
し
た
。

警
察
や
消
防
な
ど
危
険
性
の
高
い
仕

事
に
従
事
し
た
人
に
贈
ら
れ
る
「
危
険

業
務
従
事
者
叙
勲
」
で
、
令
和
元
年
に

瑞
宝
双
光
章
を
受
章
し
た
畑
山
育
男
さ

ん
（
71
）
＝
下
久
志
＝
が
町
役
場
を
訪

れ
、
受
章
を
報
告
し
ま
し
た
。
畑
山
さ

ん
は
昭
和
42
年
に
徳
之
島
高
校
を
卒
業

後
、
東
京
都
を
管
轄
す
る
警
視
庁
に
入

庁
。
都
内
各
地
の
警
察
署
等
に
勤
務
し
、

少
年
事
件
課
長
や
渋
谷
警
察
署
長
な
ど

を
歴
任
。
最
後
は
警
視
長
で
役
職
を
終

え
、
平
成
20
年
に
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
畑
山
さ
ん
は
高
齢
者
ク
ラ
ブ
「
下

久
志
は
つ
ら
つ
会
」
の
会
長
と
し
て
地

域
に
根
付
い
た
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

バ
レ
ー
元
日
本
代
表
の
大
山
加
奈
さ
ん
が
教
室
・
講
演
会

元
警
視
長
畑
山
さ
ん
、
叙
勲
で
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

桜並木や花時名展望台をめぐったウォーキング大会 ライトアップされたさくら並木ハッピーロード

「
第
２
回
母
間
さ
く
ら
祭
り
（
母
間

校
区
会
・
同
実
行
委
員
会
主
催
）」
が

２
月
９
日
、
母
間
の
大
当
集
落
で
あ

り
ま
し
た
。

同
地
区
に
は
母
間
の
故
児
島
靜
男

さ
ん
が
約
20
年
に
わ
た
り
植
栽
を
続

け
た
ヒ
カ
ン
ザ
ク
ラ
約
１
７
０
本
が

あ
り
、
徳
之
島
最
大
の
桜
の
名
所
「
さ

く
ら
並
木
ハ
ッ
ピ
ー
ロ
ー
ド
」
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

当
日
は
桜
並
木
や
母
間
の
花
時
名

展
望
台
な
ど
を
巡
る
「
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
大
会
（
町
保
健
セ
ン
タ
ー
主
催
）」、

夜
桜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
点
灯
式
、
鏡

開
き
や
出
店
が
あ
り
、
訪
れ
た
人
は

思
い
思
い
に
一
足
早
い
春
の
訪
れ
を

楽
し
み
ま
し
た
。

母
間
さ
く
ら
祭
り
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
夜
桜
を
楽
し
む

出店が並び鏡開きやミニライブで賑わった会場
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町からのお知らせ
戦没者等のご遺族の皆様へ

第十一回特別弔慰金が支給されます
住民生活課 　☎ 0997-82-1111（内線 121）問

●特別弔慰金の趣旨
　　今日の我が国の平和と繁栄の礎となった戦没者等の尊い犠牲に思いをいたし、国として改め
　て弔慰の意を表するため、戦没者等ご遺族の代表者お一人に特別弔慰金（記名国債）を支給す
　るものです。

●支給対象者
　　戦没者等の死亡当時のご遺族で、令和２年４月１日（基準日）において、「恩給法による公務
　扶助料」や「戦傷病者戦没者遺族等援護法による遺族年金」等を受ける方（戦没者等の妻や父母等）
　がいない場合に，次の順番による先順位のご遺族お一人にご遺族の代表として支給。

１．戦令和２年４月１日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔慰金の受給権を取得した方。
２．戦没者等の子
３．戦没者等の①父母、②孫、③祖父母、④兄弟姉妹
　　※戦没者等の死亡当時、生計関係を有していること等の要件を満たしているかどうかにより、
　　　順番が入れ替わります。
４．上記１から３以外の戦没者等の三親等内の親族（甥、姪等）
　　※戦没者等の死亡時まで引き続き１年以上の生計関係を有していた方に限ります。

●支給内容＝額面 25 万円、５年償還の記名国債法

●請求期間＝令和２年４月１日から令和５年３月 31 日まで
　※請求期間を過ぎると第十一回特別弔慰金を受けることができなくなります。ご注意ください。）

●請求窓口＝町住民生活課（☎ 0997-82-1111）、花徳支所（☎ 0997-84-0048）

受給には申請が必要です

特別障がい者手当・障がい児福祉手当のお知らせ
県徳之島事務所福祉課 ☎ 0997-82-0233　町介護福祉課 ☎ 0997-82-1111（内線 133）問

精神又は身体に著しく重度の障がいを有するために、日常生活において常時特別な日介護を必要
とする状態にある在宅の方の生活を向上させるために支給される手当です。

詳しくは鹿児島県徳之島事務所福祉課（☎ 0997-82-0233）までお問い合わせください。

　　　　●特別障がい者手当（20 歳以上の方）：月額 27,350 円（令和２年４月改定）

　　　　●障がい児福祉手当（20 歳未満の方）：月額 14,880 円（令和２年４月改定）

※福祉施設に入所している方や長期間入院している方は支給の対象外となる場合があります。
※受給資格者、配偶者、扶養義務者の前年の所得額によっては、その年の８月から翌年の７月ま
　でを一つの期間として支給を停止する場合があります。



– 8 –2020 年 3 月号広報とくのしま

町からのお知らせ
リサイクル品をごみ出ししないようお願いします

令和２年３月の粗大ごみ収集について

下記の日程で粗大ごみを収集します。粗大

ゴミシールを貼りお名前をご記入の上、朝

８時 30分までにごみ収集所へ出してくださ

い。シールは町住民生活課・花徳支所で販

売しています。

住民生活課　☎ 0997-82-1111（内線 121）問

※（小）は 1人で持ち運びできるもの、（大）は 1人で
持ち運びできないものに貼ります。

【粗大ごみ処理シール】

見本 見本

３月 18 日（水） 南区・中区・北区

３月 20 日（金） 亀徳・徳和瀬・諸田・神之嶺

３月 21 日（土） 東区・白井・大原・尾母・南原

３月 25 日（水）
轟木・畦・山・金見・手々

井之川・旭ヶ丘・下久志・母間・花徳

※粗大ごみにシールの貼付・氏名の記入がない場合は収集しません。ご注意ください。
※テレビ・冷蔵庫・洗濯機・衣類乾燥機・エアコン・パソコンはリサイクル対象製品のため、
　ごみの収集は行いません。家電販売店に直接お問い合わせください。
※徳之島愛ランドクリーンセンターで処理できないごみもあります。手引書を確認するか、町
　住民生活課や花徳支所（☎ 84-0048）、または愛ランドクリーンセンター（☎ 81-7180）へ
　お問合せください。（例）トタン、タイヤ、ベッドやソファーのスプリング等は回収しません。

《各集落の粗大ごみ収集日》

納税状況をご確認ください

町税・国民健康保険税の納税はお済みですか

○町県民税・固定資産税・軽自動車税や国民健康保険税（以下「町税等」）の今年度の納期はすべ
て終了しています。（※修正などで課税されるものを除きます。）
○納期内に納税された方との公平性を保つため、納期限を過ぎた未納の町税等は延滞金が加算さ
れます。納め忘れがないかご確認ください。
○年度内の完納が難しい場合は、役場収納対策課で納税相談を受けてください。滞納が続く場合は、
職場への給与調査や財産差押え等を実施します。

収納対策課　☎ 0997-82-1111（内線 172、173）問

《町税等の納付は口座振替を》
　町税等の納付は口座振替が大変便利です。うっかり納め忘れて延滞金がかかるという心配がなく、
納期の都度納税に出向く手間も省けます。詳しくは収納対策課までお問い合わせください。
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町からのお知らせ
不法投棄は重大な犯罪です

ごみの不法投棄は厳格に対処します
住民生活課 　☎ 0997-82-1111（内線 121）問

不法投棄は「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」により処罰される犯罪であり、罰則が設けら
れています。ごみの不法投棄は厳格に対処します。不法投棄は絶対にしないでください。

また、今現在ごみを決められた場所以外に投棄している場合は速やかに持ち帰ってください。

不法投棄は景観の悪化、害虫の発生、さらには有害物質が土壌や地下水を汚染する可能性があり、

私たちの生活環境に大きな影響を与える問題です。　

私たちの暮らす場所を、私たち自身できれいな住みよい町にしていきましょう。

○ごみを他人の敷地内へ出す行為について
　一般廃棄物の回収場所であるものの、そこに出す権限がない者が廃棄物を放置する行為におい

ても、不法投棄となる事があります。決められた場所以外へは、ごみを捨てないでください。

○自分の土地に廃棄物を捨てることも違法です
　廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃棄物処理法）第 16 条には「何人も、みだりに廃棄物

を捨ててはならない」と定められています。たとえ、それが自分の土地であっても違法な行為と

なります。土地の所有者は、自分の土地を清潔に保つよう努めましょう。（廃棄物処理法第 5 条）

○ごみは決められた日の朝に出してください
　ごみは収集当日の朝 8 時 30 分までに出してください。特に燃えるごみは前日までに出してし

まうと、ネコやカラスによりごみが荒らされてしまいます。周辺住民へ迷惑とならないよう、当

日の朝に出しましょう。

○ごみ収集場所は利用者で管理を
　複数人が利用するごみ収集場所は、周辺環境の悪化や近隣への迷惑とならないよう、利用者の

皆様で管理をお願いします。

平素よりみのり館をご愛顧いただきありがとうごさいます。
この度みのり館では、営業時間を下記のとおり変更させていただきます。

「みのり館」営業時間変更のお知らせ

■営業時間　　　　　　午前 10 時～午後５時

■営業時間変更開始日　令和２年４月１日（水）より

令和２年３月 31日（火）までは午前９時から午後５時までの営業です。
お客様にはご不便をおかけいたしますが、ご理解のほどよろしくお願いいた
します。皆様のお越しをお待ちしております。

【お問い合わせ】地域営業課　☎ 0997-83-4111
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町からのお知らせ

徳之島町郷土資料館　☎ 0997-82-2908問

郷土の誇る偉大な教育者龍野定一先生の企画展は、先生の経歴や写真、30 点余の書等の資

料収集にあたってあらゆる方々のご協力を得て盛況裏に終えることができ感謝申し上げます。

ところで、企画展開催の過程で「龍野定一って誰ですか」という声を聞きました。小中学生

をはじめ、若い人たちから中年層の方々からでした。

教育に対する思想はともあれ、「厳訓無処罰」の理念を掲げ旧制大島中、福山中学校をはじ

め東京のいくつかの高校を、自ら荒馬乗り、くせ馬馴らしと称してもっぱら暴れん坊どもを相

手にし、真の使命感に燃えて愛情を吐露されてきた教育者です。そして、「東の小原国芳（本

県出身で、玉川学園創立者の教育学者）、西の龍野定一」と言われた教育者について、少なく

とも本町民・奄美はもとより、県民にはその足跡だけでも理解してもらいたいものです。　　　　　　　　　　

　〈郷土資料館　岩下　洋一〉

名誉町民 龍野定一先生 生誕 130 年企画展を終えて

龍野定一先生氏は本町亀津出身。福岡、鹿児島、広島、京都で教

師として手腕を発揮し、当時相次ぐ暴力事件等で校長のなり手が

いなかった旧制大島中学校（現在の大島高校）へ 35 歳で着任。処

罰をせず厳しく教え諭す「厳訓無処罰」教育の実践で同校を更生し、

その後も東京の学校等で自身の教育理念を貫徹。生涯を教育一筋

にささげました。

このたび、郷土資料館・町立図書館共催の「名誉町民 龍野定一先生生誕 130 年展」にあ

たり、町誌編さん事業で収集した資料も活用することができました。ここでは龍野先生の

ご人徳がうかがえるお言葉をご紹介します。

「私は人の値打ちというものは大臣になったとか知事や学校長など、何々になったからとい
うものではなく、その人がどんなことをしたかということで決まるものだと考えています。
それで私的生活を最少にして、公的生活を最大にし、物質的生活を最低にして精神的生活
を最高にしたいと努めております。つまり私の家庭生活はできるだけつつましく小さくし
て、社会のためにはできるだけ大きく働きたいと考え、衣食住はじめ物質的な生活はでき
るだけ倹約し質素にして、精神的な生活を豊かにしたいと考え努めており、これが私の両
親の教えであり、また、亀津断髪の精神で現代に生きる道だと考え信じております。」

『郷土の先輩』（徳之島防犯連絡協議会発行、昭和 45 年 3 月）より

「真の教育はよろしく無処罰無試験を実施して、この世にすべての対立をなくし、競わず争
わず、師弟学友すべてが親しみ励ましあい、援け合って学び進み、おのおのその個性によ
り天分を発揮し、才能をみがいて各自の道を歩み、その志を成し処をえて一人の落伍する
者もなく、すべての人を平和幸福にすることに努べきである。」

 著書『厳訓無処罰の教育』（昭和 41 年）より 
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情報掲示板

裁
判
所
職
員
採
用
試
験
の

お
知
ら
せ

令
和
２
年
度
裁
判
所
職
員

採
用
総
合
試
験
（
裁
判
所
事

務
官
、
家
庭
裁
判
所
調
査
官

補
）
及
び
一
般
試
験
（
裁
判

所
事
務
官
）
の
実
施
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
申
込
期
間

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
】
４
月

１
日
（
水
）
午
後
３
時
～

４
月
９
日
（
木
）

【
郵
送
】
４
月
１
日
（
水
）

～
４
月
３
日
（
金
）
※
４

月
３
日
消
印
有
効

●
第
１
次
試
験
日

　
５
月
９
日
（
土
）

　

採
用
試
験
の
詳
し
い
内
容

に
つ
い
て
は
、裁
判
所
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
（http://w

w
w

.

courts.go.jp/saiyo/index2.

htm
l

）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

受
験
案
内
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
受
験
案
内
は
最
寄
の

裁
判
所
で
も
配
布
し
て
い
ま

す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
鹿
児
島

地
方
・
家
庭
裁
判
所
事
務
局

総
務
課
人
事
第
一
係

☎
０
９
９
―
８
０
８
―

３
７
０
７

３
月
１
日
～
３
月
７
日
は
春
の

全
国
火
災
予
防
運
動
週
間
で
す

○
大
切
な
生
命
を
守
る
た
め

に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
ま
し
ょ
う
。

○
次
の
注
意
事
項
を
守
ら
な
い

で
「
野
焼
き
」
や
「
ハ
カ
マ

焼
き
」
を
し
た
場
合
は
、「
軽

犯
罪
法
」
と
い
う
法
律
で
罰

せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
野
焼
き
・
ハ
カ
マ
焼
き

を
す
る
時
は
、
次
の
事
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

①
火
入
れ
を
す
る
前
に
必
ず
消

防
署
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

②
火
入
れ
は
、
絶
対
に
一
人
で

は
せ
ず
、
必
ず
二
人
以
上
で

行
い
ま
し
ょ
う
。

③
他
に
燃
え
移
ら
な
い
様
、
周

囲
の
整
理
を
し
っ
か
り
行
い

ま
し
ょ
う
。

④
火
入
れ
は
日
没
に
か
け
て
行

い
、
強
風
時
は
絶
対
に
行
わ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
い
ざ
と
い
う
時
の
為
に
、
通

報
と
消
火
の
準
備
を
し
て
か

ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

⑥
残
り
火
の
点
検
は
最
後
ま
で

し
っ
か
り
行
い
ま
し
ょ
う
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
徳
之
島
地

区
消
防
組
合
消
防
本
部　

☎
０
９
９
７
―
８
３
―

３
１
６
０

「
名
瀬
審
査
室
開
庁
予
定
日
（
令
和
２
年
）」
の
ご
案
内

○
日
本
に
お
住
ま
い
の
外
国
人
の
方
の
在
留
諸
手
続
の
た
め
左
記

の
日
程
で
名
瀬
審
査
室
が
開
庁
さ
れ
ま
す
。

○
天
候
に
よ
っ
て
は
、開
庁
日
ま
た
は
開
庁
す
る
時
間
帯
が
急
き
ょ

変
更
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
状
況
に
応
じ
て
左
記
連

絡
先
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
各
種
申
請
手
続
き
及
び
必
要
な
資

料
等
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

開設
時間

第１日目
午後２時～
５時 30分

第２日目
午前９時～
正午

３月 ９日（月） 10日（火）

４月 13日（月） 14日（火）

５月 11日（月） 12日（火）

６月 ８日（月） ９日（火）

７月 ６日（月） ７日（火）

８月 ３日（月） ４日（火）

９月 ７日（月） ８日（火）

10月 ５日（月） ６日（火）

11月 ９日（月） 10日（火）

12月 ７日（月） ８日（火）

連絡先：福岡入国管理局鹿児島出張所
☎０９９－２２２－５６５８
照会時間：午前８時 30 分～
午後５時 15 分（土・日・祝日を除く）
※名瀬審査室に電話は設置されていません。

心当たりの
ない請求は

架空請求

無視 !!
●架空請求の請求手段は、電話、ハガキ、メール、SMS( ショート
　メッセージサービス ) など様々です。
●不安に思ったら、すぐにお住まいの自治体の消費生活センター等
　にご相談ください（消費者ホットライン 188）。

【事例】「消費料金に関する訴訟最終告知のお知らせ」と書かれたハ
ガキが届き、電話をしたら、弁護士を名乗る者を紹介され、指示に
従いコンビニで支払い番号を伝えて取り下げ料 10 万円を支払った。

（60 歳代　女性）
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亀津小学校５年生が「総合的な学習」で「徳之島の産業」の現状や課題を学び、課題解
決に向けた提案書を作成、町へ提出しました。この取り組みにあたり、児童たちは地元の
産業について事前に授業で学習。授業の講師には町職員があたりました。児童が作成した
提案書は町公式ウェブサイトの該当ページ（右記 QR コード）でご覧いただけます。

「総合的な学習」で課題解決型学習教育委員会だより 小学生が「徳之島の産業」提案書

徳之島町では、世界自然遺産の価値を持つ島の自然を学ぶ取組

みとして、学校教育での総合的な学習の時間を活用した環境教

育を推進しています。令和２年度では、亀津小学校・亀徳小学校・

花徳小学校・山小学校の４校で、各学校の周辺を流れる河川の環

境について学習します。学習では、河川の pH や汚れなどの水質

を調べるほか、タモアミなどを用いて河川に暮らす生きものを

採取し、その傾向から見えてくる河川の環境について考えます。

令和２年５月から１０月までの５ヶ月間、平日の日中、週１～２時間 ( 計２０時間前後 ) 環境教育

の取組みについて、お手伝いいただける環境教育支援サポーターを募

集しています。専門知識は問いません。亀津小学校・亀徳小学校・花

徳小学校・山小学校のいずれかの学校周辺にお住まいの方で、身近に

ある河川環境に興味のある方のご登録をお待ちしています。ご登録い

ただいた方には、後日改めて全体の流れをご説明します。

企画課 　☎ 0997-82-1111（内線 222）問

環境教育の支援サポーターを募集します

登録締切：令和２年３月 18 日 ( 水 )
登録方法：町企画課（担当：米山）までご連絡ください。
　　　　　登録用紙を送付いたします。

ストップ！ロードキル

アマミノクロウサギ
交通事故件数

件１
（2020 年 1 月～）

～ Safe Drivung For Wildlife ～

（徳之島内）

※ 2019 年：合計 16 件

【児童が提出した提案書の一部】
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図書館かち
行かでー！

～Let's go to the library! ～ 

『線は、僕を描く』

砥上 裕將／著〔小説〕

両親を事故で失い、喪失感の中に
あった大学生の霜介は、バイト先
で水墨画の巨匠・篠田湖山と出逢っ
た。なぜか湖山に気に入られた彼
はその場で内弟子にされてしまう
が、湖山の孫・千瑛は、それに反
発し…。

徳之島町立図書館から、
新着本やイベントなどのお知らせ。

本
を
読
ん
で
、

人
生
を
豊
か
に
。

『約束された移動』

小川 洋子／著〔小説〕

ハリウッド俳優 B の泊まった部屋
からは、決まって 1 冊の本が抜き
取られていた。B からの無言の合図
を受け取る客室係。こうして書棚
の秘密はふたりだけのものになっ
た…。6 篇を収録した短篇集。

『わたしのわごむはわたさない』

ヨシタケ シンスケ／作・絵〔絵本〕

このわごむはわたしがもらったの。
わたしのものなの。わたしがすき
にしていいのよ ? すごくない ? だ
れにもあげたりできないわ。だっ
てこれはわたしのたからものなん
だもの…。

『僕の人生には事件が起きない』

水野 美紀／著〔エッセイ〕

体重管理、おっぱいと授乳のこと、
不良ママの集い、涙の進級説明会
…。女優・水野美紀が、43 歳での
出産と育児を赤裸々に描く、爆笑
& ちょっと感動の子育て奮闘記。

『へっこきへのた』

苅田 澄子／文　つちだ のぶこ／絵
〔絵本〕

どんどろ島の悪い妖怪たちを退治
するため、へのたは仲間たちと島
に向かいます。島に着いたへのた
たちは、イモ、栗、柿を食べて悪
い妖怪たちのすみかへ…。放屁で
妖怪たちを退治するという「神農
絵巻」をベースにした絵本。

徳之島町立図書館　☎ 0997-82-1239

《図書館開館時間》火～金曜日：午前 10 時～午後７時
　　　 土・日・祝日：午前９時 30 分～午後５時

の図書館展示3 月
・ 春に読みたい本　　　　　

・ 防災

・ 卒業

・ サンゴ

・ ひな祭り絵本
○返却ポスト回収予定日

　　阿田野平住宅　3/7（土）、3/13（金）
　　花徳支所　　3/6（金）、3/22（日）

お知らせ
○あかちゃんおはなし会　3/1（日）午後 2 時 30 分～

○毎月のおはなし会　3/14、28（土）午後 2 時 30 分～

☆職員おすすめ本☆　    

『だけど、くじけない 子どもたちか
らの元気便』

長倉洋海と東北の子どもたち／著
〔一般書〕

３月 11 日に被災した９歳から 13
歳の子どもたちがつづった言葉。
表裏のないまっすぐな言葉、子ど
もたちの表情に胸を打たれます。



広報とくのしま 2020 年 3月号– 15 –

ウォーキングイベント参加で健康づくり！

・
赤
ち
ゃ
ん
の
暮
ら
し
を
考
え
る

・
赤
ち
ゃ
ん
の
ス
タ
イ
作
り

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
の
ご
案
内

母
子
手
帳
交
付
・
歯
科
相
談

【
日
に
ち
】
３
月
９
日
（
月
）

【
時　

間
】
10
時
～
12
時

【
場　

所
】
町
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
母
子
健
康
手
帳
を

　

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
受
付
時
間
】
14
時
～
14
時
30
分

【
対
象
者
】

妊
婦
さ
ん
、
幼
児
、
一
般
の
方
、

３
ヶ
月
以
上
歯
科
検
診
・
フ
ッ
化
物

塗
布
を
受
け
て
い
な
い
お
子
さ
ん

【
受
付
時
間
】
13
時
30
分
～

【
日
に
ち
】
３
月
19
日
（
木
）

【
場　

所
】
町
保
健
セ
ン
タ
ー

○
歯
科
相
談

○
母
子
手
帳
交
付

徳之島町保健センター　電話 :0997-83-3121

・ストレス解消
・脂肪燃焼、肥満解消

２
月
９
日
に
開
催
さ
れ
た
母
間
さ
く
ら
祭

り
に
あ
わ
せ
、
さ
く
ら
並
木
ハ
ッ
ピ
ー
ロ
ー

ド
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
当
日
は
乳
幼
児
か
ら
最
高
齢
は
89
歳
の

方
ま
で
、
幅
広
い
世
代
の
１
６
６
名
が
参
加
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
は
桜
並
木
を
は
じ
め

「
福
川
」
や
「
母
間
幸
福
橋
」
な
ど
、
幸
運

に
恵
ま
れ
そ
う
な
ス
ポ
ッ
ト
を
め
ぐ
る
３
㌔

と
５
㌔
の
コ
ー
ス
を
用
意
し
、
参
加
者
は
一

足
早
い
春
の
訪
れ
を
感
じ
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。
気
軽
に
健
康
づ
く

り
が
で
き
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
皆
さ
ん
も
イ

ベ
ン
ト
へ
の
参
加
等
を
機
に
健
康
習
慣
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

ウォーキングの効果
・足腰の筋力向上
・脳活性化でボケ予防 など

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
ん
サ
ポ
ー
ト
か
ご
し
ま
の

「
い
の
ち
の
授
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
ん
サ
ポ
ー
ト
か
ご
し
ま
の
「
い
の
ち

の
授
業
」
を
１
月
27
日
と
28
日
、
島
内
５
つ
の
小
中
学

校
で
実
施
し
ま
し
た
。

「
い
の
ち
の
授
業
」
は
、
が
ん
患
者
の
が
ん
を
通
し
た

生
き
方
に
つ
い
て
聴
く
こ
と
を
通
し
て
、
子
ど
も
達
が

が
ん
の
知
識
を
深
め
る
こ
と
、
い
の
ち
の
大
切
さ
に
つ

い
て
考
え
る
こ
と
等
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
が
ん
サ
ポ
ー
ト
か
ご
し
ま
の
野
田
真
記
子
さ

ん
が
授
業
を
担
当
。
子
ど
も
た
ち
の
質
問
に
応
じ
な
が

ら
、
ご
自
身
や
仲
間
の
が
ん
体
験
を
も
と
に
「
が
ん
へ

の
理
解
」「
生
き
て
い
る
間
を
精
一
杯
過
ご
す
こ
と
の
大

切
さ
」
を
伝
え
、
心
に
ひ
び
く
授
業
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
徳
之
島
で
の
「
い
の
ち
の
授
業
」
は
今
回
が

３
年
目
。
今
後
も
継
続
し
て
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

～さくら並木ハッピーロード「ウォーキング大会」実施～

「いのちの授業」は、

などを目的としています。

・がんに関する正しい知識を知ってもらうこと　
・がん患者さんへの理解を深めてもらうこと　
・いのちの大切さ、生きていることの素晴ら

しさを知ってもらうこと　
・自己肯定感を高め、生きる力を育むこと
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■
住
所
／
〒
891-7192

鹿
児
島
県
大
島
郡
徳
之
島
町
亀
津
7203

■
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
0997）

82-1111（
代
）　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
0997）

82-1101
■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
http://w

w
w
.tokunoshim

a-tow
n.org/

■
住
所
／
〒
891-7192

鹿
児
島
県
大
島
郡
徳
之
島
町
亀
津
7203

■
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
0997）

82-1111（
代
）　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
0997）

82-1101
■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
https://w

w
w
.tokunoshim

a-tow
n.org/

広
報
と
く
の
し
ま
　
2020．

3
月
号
　
№
550

編
集
・
発
行
　
徳
之
島
町
役
場
企
画
課

伊
藤
　
大
樹
＝
　
亀
　
津

田
中
友
里
恵
＝
　
亀
　
津

※

1
月
届
出
分
の
う
ち
、
広
報
紙

に
掲
載
可
の
方
の
み
掲
載
し
て

い
ま
す
。

出
生
児
　
　
保
護
者
　
住
　
所

亀
川
　

り

く

と

睦
翔
（
健
　
一

絵
　
理
） 

亀
　
徳

琉
子
　

ゆ

う

と

優
翔
（
敬
　
悟

理
　
恵
） 

亀
　
津

仲
田
　

に

こ

仁
香
（
裕
　
介

志
　
穂
） 

亀
　
徳

宮
　
　

い
っ
せ
い

一
晟
（
大
　
基

成
　
美
） 

亀
　
津

馬
勝
　

さ

な

咲
那
（
慶
　
紀

亜
矢
美
） 

花
　
徳

竹
田
　

こ

う

た

心
唄
（
健
　
吾

美
　
鈴
） 

亀
　
津

南
　
　

し
ょ
う
ま

丞
槙
（
佳
　
邦

冬
　
美
） 

亀
　
津

基
　
　

こ

だ

い

琥
大
（
正
　
幸

由
紀
美
） 

花
　
徳

政
岡
　

ほ

の

か

星
花
（
武
　
史

さ
お
り
） 

亀
　
津

大
屋
　

ひ

ふ

み

陽
史
（
匡
　
史

幸
姫
美
） 

亀
　
津

◆
ご
結
婚
お
め
で
と
う

◆
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

{
 

氏
　
名 

年
齢 

住
　
所

藤
村
ハ
ル
ヱ
　
93
　
井
之
川

米
　
　
凛
真
　
4
　
亀
　
津

白
坂
　
安
男
　
82
　
亀
　
津

傳
　
　
光
秀
　
62
　
諸
　
田

上
田
　
正
　
　
89
　
轟
　
木

麓
　
　
タ
チ
　
90
　
亀
　
徳

戸

籍

の

窓

◆
謹
ん
で
ご
冥
福
を

 

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

義
沢
　
英
斗
＝
　
亀
　
徳

勇
元
　
千
尋
＝
　
亀
　
徳

{

東
　
　
慶
久
＝
　
尾
　
母

田
畑
　
莉
乃
＝
　
亀
　
徳

{

要
　
　
貴
虎
＝
　
亀
　
津

琉
　
　
愛
　
＝
　
亀
　
津

{

徳之島町の現勢

面　積 104.92 ㎞2

人　口 10,343 人

 男 5,059 人

 女 5,289 人

世帯数 4,760 戸

令和２年２月 1日現在

　

（＋５）

（＋３）

（＋２）

（－３）

（括弧内は先月との比較）

家の中も外もたくさんのお花で彩られている藤さん
のお宅。藤さん自身おしゃれが大好きで、1 日の始ま
りにはしっかりお化粧をし、身なりを整えてからス
タートするそうです。ご先祖様にお供え物をして、身
の回りの整理整頓をして花の手入れや２Ｆでお洗濯 ･･
と、96 歳になった今でも自分に「喝」を入れながら、
できることはなんでも自分で頑張っています。毎日の
健康状態を記録すること、その日にあった出来事を日
記に綴ることが日々の日課です。これからもたくさん
の花に囲まれながら笑顔で元気にお過ごしください！

藤   照
山（96 歳）

わっきゃまちの
きまいたりっちゅ さん

【
会
長
賞
】

　
亀
津
中
学
校
１
年
生

　
　
　
　
久
保 

妃
可 

さ
ん

青少年育成町民会議絵画コンクール作品紹介  ～【テーマ】ポイ捨て禁止～

「
島
の
未
来
も
捨
て
ま
す
か
？
」

言
葉
が
先
に
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。

登
下
校
中
、
車
道
に
、
た
ば
こ
の
吸

い
が
ら
や
空
き
缶
な
ど
の
ゴ
ミ
が
捨
て

て
あ
る
の
を
見
ま
す
。

世
界
自
然
遺
産
登
録
を
目
指
す
徳
之

島
に
住
む
私
た
ち
が
、
軽
い
気
持
ち
で

捨
て
て
い
る
ゴ
ミ
が
、
徳
之
島
の
未
来

を
変
え
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
こ
と

を
伝
え
た
く
て
、
こ
の
ポ
ス
タ
ー
を
描

き
ま
し
た
。

ポ
ス
タ
ー
を
見
た
人
が
、
徳
之
島
の

未
来
を
守
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
考

え
、
一
人
一
人
が
こ
の
島
の
た
め
に
行

動
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

【※本紙９ページに不法投棄についての記事を掲載しています。ぜひご覧ください。】

『島の未来も捨てますか？』


